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2024年 8月 23日 

P r o g m a t ,  I n c . 

合 同 会 社 D M M . c o m 

株式会社 D MM C ryp t o 

Progmatおよび DMMグループの協業による、 

新たなステーブルコインの共同検討開始について 

 Progmat, Inc.（代表取締役: 齊藤
さいとう

 達哉
た つ や

、以下 Progmat社）、合同会社 DMM.com（会長兼 CEO:亀山
かめやま

 

敬司
け い し

、以下 DMM）、株式会社 DMM Crypto（代表取締役 CEO:加嵜
か さ き

 長門
な が と

、以下 DMM Crypto）は、

ステーブルコイン（以下 SC）*1の発行・管理基盤である「Progmat Coin（プログマコイン）」基盤を

活用し、改正資金決済法に準拠した新たな SCの発行に向けた共同検討（以下、本共同検討）を開始

いたしました。 

本共同検討を通じて、DMM グループが構想するデジタル経済圏「Seamoon Protocol*2」において、

独自トークン（暗号資産）「Seamoon Protocol（以下 SMP）」と合わせて独自 SC を発行し一体的に活

用することで、トークン経済圏拡大（および「SMP」の価値上昇）に寄与することを目指します。 

１．背景と目的 

Progmat は、2023 年 6 月施行の改正資金決済法に即した形で SC を発行するためのインフラとし

て、パーミッションレス（パブリック）ブロックチェーン利用を前提とした「Progmat Coin」基盤の

開発を主導しています。「Progmat Coin」基盤を用いた様々なブランドの SCは、取り扱う仲介者が必

要なライセンス登録を完了し次第、発行・流通が可能になる予定です。 

DMM グループでは、独自トークンを軸とした web3 経済圏の構築を目的に DMM Crypto を設立

し、2023 年 12 月には web3 プロジェクト「Seamoon Protocol」のホワイトペーパーを公開していま

す。「Seamoon Protocol」は、DMMグループの特長である広範なエンタメサービス群をラインナップ
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するプラットフォームを特色として、本経済圏内の決済手段であるトークン「SMP」のユースケー

スを段階的に拡張していく想定です。 

一般的に、暗号資産は柔軟な発行や流通が可能で拡大がしやすい一方、価値の安定が難しいとい

う特性（トリレンマ）を有しています。「Seamoon Protocol」では、本共同検討を通じてこの安定性を

カバーし、経済圏の発展と安定を同時に実現することを目指しています。 

より具体的には、「SMP」の価格安定化施策として、発行体である DMM Crypto の事業収益のうち

一定割合を用いてそのまま実施する場合、事業収益額と「SMP」価格が直接的に連動し、価格が安定

化しづらいというデメリットがあります。他方で、事業収益のうち一部を価格安定化のための資金

として銀行預金にプールしておく場合、第三者は外部から残高を検証することができません。銀行

預金ではなく他の暗号資産や海外のステーブルコインのトレジャリープールにプールしておく場合、

ブロックチェーン上で残高の検証は可能になるものの、相応に価格変動リスクや信用リスクを負う

ことになります。 

そこで本共同検討のフェーズ 1 では、売上を基にした資産をブロックチェーン上のトレジャリー

プールにプールしておく手段として、「Progmat Coin」基盤を用いて新たな SC を発行し、国内規制に

基づきより利用者保護が図ることが可能な方式で、「SMP」の価格安定化および「Seamoon Protocol」

経済圏の発展に貢献することを目指します。 

【フェーズ 1】 
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さらにフェーズ 2 では、DMM Crypto に加えて DMM グループ企業間の決済手段としての活用、

DMM Crypto と取引先企業間の決済手段としての活用、DMM Crypto から取引先企業への「SMP」貸

与の返済手段としての活用等により、利用シーンを拡大します。 

最終的なフェーズ 3では、ホワイトリスト登録済みの取引先企業間の決済手段としての活用や、本

人確認済みのユーザー（ゲームプレイヤー等）による決済手段（クレジットカード決済の代替）とし

ての活用等により、決済手段としての普及まで視野に入れています。 

【フェーズ 2・フェーズ 3】 

２．具体的なスキームの全体像 

具体的なスキームとして、以下のように想定しています。 

【電子決済手段類型】 3号電子決済手段（特定信託受益権） 

【発行依頼者（委託者）】 DMM Crypto 

【発行者（受託者）】 別途公表 

【裏付資産（預金）運用先】 任意の金融機関 

【裏 付 通 貨 種 類】 円貨建てステーブルコイン及び外貨建てステーブルコイン 

【接続ブロックチェーン】 Ethereumのほか、複数チェーンへの拡張を想定 
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３．今後の予定 

独自 SCを 2024年度内に発行することを目標に、テストネット上で発行・検証を開始します。 

以 上 

*1）改正資金決済法に基づくステーブルコインの社会的な意義及びスキーム選択に関する解説は以下をご参照 

解説記事：<https://note.com/tatsu_s123/n/n1f7f6df36752> 

 

*2）Seamoon Protocol に関する詳細は以下をご参照 

ホワイトペーパー：<https://docs.seamoon.dmm.com/whitepaper> 
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＜別紙＞ 

１．各社の役割・概要 

（1）プラットフォーム「Progmat Coin」開発者 

商 号 ： Progmat, Inc. 

代 表 者 ： 代表取締役 Founder and CEO 齊藤
さいとう

 達哉
た つ や

 

U R L ： https://progmat.co.jp/ 

（2）発行依頼者（委託者） 

商 号 ： 株式会社 DMM Crypto 

代 表 者 ： 代表取締役 加嵜
か さ き

 長門
な が と

 

U R L ： https://seamoon.dmm.com/company/profile/ 

（3）発行者依頼者の関連事業者 

商 号 ： 合同会社 DMM.com 

代 表 者 ： 会長兼 CEO 亀山
かめやま

 敬司
け い し

 

U R L ： https://dmm-corp.com/company/ 

 

https://progmat.co.jp/
https://seamoon.dmm.com/company/profile/
https://dmm-corp.com/company/
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SC

あらゆる価値をデジタル化
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ユーティリティトークン

ステーブルコイン

SC ST

UT

社会をネットワークで繋ぐ
ボーダーレス/24・365/P2P

◆「Progmat（プログマ）」について 

Webサイトおよび解説記事を公開しておりますので、以下 URLからご覧ください。 

Web サイト：<https://progmat.co.jp/> 

 解 説 記 事：<https://note.com/tatsu_s123/n/n03a291fa52ab> 

Coin

個人向けアプリ

個人向けアプリ

発行希望者

発行希望者

発行希望者

アセット購入者

アセット売却者

SC DA

1法定通貨=1SC
換金の確実性(価値固定)

クロスチェーン/マルチチェーンによる
汎用的なデジタルアセット決済基盤

決済と同時に
即アセット取得

DVP決済で
決済リスク”0”

金融機関

金融機関

金融機関

様々なBC

国・BCを超えた
シームレス決済

◆「Progmat Coin（プログマコイン）」基盤について 

「Progmat Coin」基盤は様々な SCを発行・管理するためのインフラです。 

資料を公開しておりますので、以下 URL からご覧ください。 

資 料：<https://speakerdeck.com/progmat/sc> 

解 説 記 事：<https://note.com/tatsu_s123/n/n406e5cfa9f1c> 

https://progmat.co.jp/
https://note.com/tatsu_s123/n/n03a291fa52ab
https://speakerdeck.com/progmat/sc
https://note.com/tatsu_s123/n/n406e5cfa9f1c
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◆「Seamoon Protocol」について 

web3プロジェクト「Seamoon Protocol」は、DMM Cryptoが提供する独自のトークンを含む異

なる種類の通貨・アセットを組み合わせたマルチチェーン上のデジタル経済圏構想です。将来的

にはこの構想に多くの事業者や個人のクリエイターが参加することで、盤石でサステナブルな経

済圏が確立することを目指しています。 

 

▼「Seamoon Protocol」ウェブサイト 

https://seamoon.dmm.com/ 

 

▼「Seamoon Protocol」公式 SNS 

https://twitter.com/Seamoon_JP 

 

▼ホワイトペーパーはこちらからご覧ください 

https://docs.seamoon.dmm.com/whitepaper 

 

 

◆株式会社 DMM Cryptoについて 

DMM Crypto は、DMM がブロックチェーンゲーム、NFT プロジェクトなどの web3 事業を展

開することを目的に 2023年 1月に設立したグループ会社です。 

 

2024年に仮想通貨をモチーフにしたアイドルキャラクターたちが登場するNFTゲーム「コイン

ムスメ」、タイ発のターン制戦略ゲーム「Kyrie & Terra」、累計 250万人がプレイした「かん

ぱに☆ガールズ」のブロックチェーンゲーム「かんぱに☆ガールズ RE:BLOOM」、本格NFTト

レーディングカードゲーム「KAMIYAGURA-神櫓-」、デジタルプライズ・オンクレ「BOUNTY 

HUNTERS」を公開予定です。 

 

当面は GameFiを軸としつつ、今後は以下のような多様なプロジェクトを展開予定です。 

 

・ゲームとのシナジーを生むサービス 

・社会課題解決・BtoBソリューション 

・ファイナンスサービス 

 

https://seamoon.dmm.com/
https://twitter.com/Seamoon_JP
https://docs.seamoon.dmm.com/whitepaper
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◆独自トークン「SMP」のエコノミクスについて 

【エコノミクス 0】 

：「Seamoon Protocol」 プラットフォーム利用者（エンタメコンテンツ供給者等）から一定の手

数料を徴収します。 

【エコノミクス 1】 

：「Seamoon Protocol」プラットフォーム利用者が支払う手数料の決済手段を「SMP」にします。

（プラットフォームの魅力が高まるほど「SMP」の需要が増え、発行体である DMM Crypto が

プラットフォーム利用料として回収した「SMP」を焼却（消却）することで需給バランスを調

整） 

【エコノミクス 2】 

：投資家（売買差益目的）や支援者（価格安定化目的）によるトークン売買取引を活性化しま

す。 

【エコノミクス 3】 

：「SMP」価値安定化とともに決済手段としての利便性向上により、ゲーム利用者等の決済利用

が増え、その一部をトレジャリープールで運用した後、経済圏貢献者に対して還元します。 

 

 


